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機械器具 58 整形用機械器具

一般医療機器 歯科矯正用結さつ器 JMDNｺｰﾄﾞ37413000

クリップオープナー

【禁忌・禁止】＊＊

含有金属に対し、発疹や皮膚炎等の過敏症の既往歴のある患

者には使用しないこと。

【形状・構造及び原理等】＊＊

本品は、次の原材料で作られています。

ブレード：ステンレス鋼（鉄、クロム、マンガン、ニッケル）

ホ ル ダ：ポリプロピレン

《クリッピーⅭ用》

《クリッピーＭＭ用》

【使用目的又は効果】

セルフライゲーションブラケットのクリップ開閉に使用します。

【使用方法等】＊＊

《クリッピーⅭの場合》

⑴ クリップ中央の切り欠き

部に先端の短い方のツ

メを押し入れます。

（図1参照）

⑵ ⑴の状態で咬合側へツール先端をスライドさせると、（図2

参照）長い方のツメは歯肉側ウィング間の壁面に突き当た

り、クリップの過度の開きを抑え、クリップが開放されま

す。（図3参照）

⑶ クリップを閉じる場合はクリップの湾曲部を指先かまたは、

長い方のツメの内側で押して閉じます。（図4参照）

《クリッピーＭＭの場合》

⑴ アーチワイヤスロットと平行に、

クリップ中央の切り欠き部へブレ

ード先端を押し入れます。（図5参照）

⑵ ⑴の状態で咬合側へツール先端

をスライドさせます。

⑶ クリップを閉じる場合はクリップの湾曲部を指先で押して

閉じます。（図6参照）
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[使用方法に関する使用上の注意]

⑴ 一般的な歯科インスツルメントと同様に、洗浄後に高圧蒸

気滅菌（121℃以下）、またはエチレンオキサイドガス滅菌

にて滅菌してください。乾熱滅菌や紫外線滅菌は樹脂製ホ

ルダに適しません。

⑵ ツールご使用前に、クリップとボディが接着剤や歯石等で

固着していないことを確認してください。固着している場

合にはスケーラー、口腔洗浄器などで接着剤や歯石を除去

してください。

【使用上の注意】＊＊

歯科医療従事者以外が触れないよう、適切に保管・管理してく

ださい。

【保管方法及び有効期間等】＊

〔保管方法〕

⑴ 保管にあたっては、洗浄した後、腐食を防ぐために保管期

間の長短にかかわらず必ず乾燥後に直射日光、紫外線、高

温多湿を避けて保管してください。

⑵ 滅菌済のものを保管するにあたっては、再汚染を防ぐため

に清潔な場所に保管してください。

【保守・点検に係る事項】

〔使用前・使用後の点検〕

本品に変形、がたつき、損傷、腐食等が無いか確認してくださ

い。これらの不具合がある場合には使用を中止してください。

〔洗浄〕

⑴ 洗浄前に水分、付着物等は使い捨てのペーパータオルで拭

き取ってください。

⑵ 洗浄は中性洗剤もしくは溶液を用い、傷が付かないよう柔

らかいブラシで本品の表面および接合部を磨いてください。

⑶ 洗浄後は清潔な流水で濯ぎ、再度、精製水で超音波洗浄し、

腐食防止のために直ちに乾燥してください。

⑷ 洗浄及び乾燥後は、本品に損傷や腐食が無いか確認してく

ださい。

〔滅菌〕

⑴ 複数の器具を滅菌する場合には、損傷の原因となることも

あるので、接触しないよう注意してください。

⑵ 滅菌にあたっては、滅菌器メーカーの取扱説明書の指示に

従って行ってください。

［保守・点検に関する注意事項］

⑴ 洗浄、消毒、滅菌には、できるだけ精製水を使用してくだ

さい。水道水を使用すると塩素イオンの影響で器具が腐食

するおそれがあります。

⑵ 薬液消毒を行う場合は、薬剤の添付文書に記載された使用

上の注意を守ってください。薬剤の種類によっては金属素

材に影響を及ぼすことがあります。
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